










































や学習結果に影響を与えることを実証的に示している（Mueller & Dweck 1998，Hong, Dweck et al. 
1999）。また，学習者のマインドセット（固定的もしくは成長的思考態度）は，長期にわたって比較
的安定しているとされる（Dweck & Master 2008＝2009）ものの，教育的介入により変化させる取り















































































した（分析対象外：選択項目未記入 21件，留学生 16件，院生・科目等履修生 5件）。学年は，1年

























































　 1年生 2年生 3年生 4年生 計
固定的思考態度 46.9 60.7 50.8 45.6 50.6
成長的思考態度 53.1 39.3 49.2 54.4 49.4
合計
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0



















　 男子 女子 計
固定的思考態度 53.4 46.7 50.6
成長的思考態度 46.6 53.3 49.4
合計
100.0 100.0 100.0





（小学校 t＝－2.377，df＝251，p＜ .05;  中学校 t＝－3.277，df＝251，p＜ .01;  高校 t＝－3.855，df＝






























































定的思考態度を使う。また，Hong, Dweckらの 1999年論文では，growth mindset，fixed mindsetではなく
incremental theory，entity theoryが使われている。
　⑶ ファデルらは，この「メタ学習」の次元について，OECDは省察性（reflectiveness）と呼び，EUのキー・
コンピテンシー参照枠組み（Reference Framework of Key Competencies）や 21世紀型スキルの学びと評価
（the Assessment and Teaching of Twenty-First Century Skills）では，「学び方の方略」（learning how to learn）
と呼んでいるとしている。






　⑹ 2017年に筆者がスタンフォード大学の Dr. Dweckを尋ね，マインドセット研究について相談をした際に，
マインドセットと質問行動に関する実証的研究は行われていないことを確認した。
　⑺ マインドセット尺度（Mindset scale）の英語原文は次のとおりである。
1.  You have a certain amount of intelligence, and you really can’t do much to change it. †
2.  Your intelligence is something about you that you can’t change very much.†
3.  You can learn new things, but you can’t really change your basic intelligence.†
4.  No matter who you are, you can change your intelligence a lot.
5.  You can always greatly change how intelligent you are.
6.  No matter how much intelligence you have, you can always change it quite a bit.
　⑻ マインドセット尺度は，Dweck（2007）など多くの研究により高い信頼性が確認されているが，筆者が日
本語訳を行ったため改めて確認したところ，Cronbachのα 係数は，.89となり，高い信頼性が確認された。
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